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 我々は、ドナー分子とアクセプター分子が交互に積層した交互積層型電荷移動錯体のトランジ

スタ特性を報告してきた[1–6]。(BTBT)(TCNQ) （Fig. 1）のトランジスタが長期間大気安定な n

型特性を示したのに対し[3]、(4T)(TCNQ) （Fig. 1）のトランジスタは正孔優勢のアンバイポーラ

型特性を示した[5]。TCNQ LUMO軌道と BTBT HOMO軌道との間のトランスファー積分は、BTBT 

HOMO–1軌道との間のトランスファー積分に比べて極めて小さい。しかし、TCNQ LUMO軌道と

4T HOMO軌道との間のトランスファー積分は、4T HOMO–1軌道との間のトランスファー積分と

同程度である。TCNQ LUMO、BTBT HOMO–1、4T HOMO、4T HOMO–1の各軌道は縦縞状の対

称性をもつが、BTBT HOMO軌道はそれに直交する対称性をもつため（Fig. 1）、TCNQ LUMO－

BTBT HOMO間のトランスファー積分が小さくなったものと考えられる。よって、交互積層型電

荷移動錯体のキャリア極性はドナー分子とアクセプター分子のフロンティア軌道の対称性によっ

て決まると考えられる[5]。この考察をもとにして、(Perylene)(CyHex-PDI)と(BrNH)(BrNQ) （Fig. 1）

のトランジスタを作製した。Perylene の HOMO、LUMO 軌道は CyHex-PDI の HOMO、LUMO 軌

道とそれぞれ同じ形で、BrNHのHOMO軌道は BrNQの LUMO軌道と同じ形であるため（Fig. 1）、

これらの錯体はアンバイポーラ型特性を示すと予想される。実際に(Perylene)(CyHex-PDI)はアンバ

イポーラ型特性を示したが、(BrNH)(BrNQ)は n型特性のみを示した。BrNH HOMO軌道が BrNQ

の LUMO以外の軌道と混成した結果、LUMOの寄与をキャンセルしたことが原因と考えられる[6]。 

 

Figure 1  Molecular orbitals of donors and acceptors. 
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